
小田垣 孝

写真でつづる

高橋たか子物語
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2025©高橋たか子旧宅

衣笠山

月見草

紫梅雨草

紫蘭



1932年3月2日 誕生 父：岡本正次郎 母：岡本達子
（1級建築士）

た
か
子
は
、
昭
和
7
年
に
京
都
市

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
父
は
宮
大

工
で
、
父
は
一
級
建
築
士
で
し
た
。

母
（
み
ち
こ
）
は
亀
岡
の
郷
士
の

娘
で
し
た
。
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京都市下京区醒ヶ井通仏光寺下ル荒神町

1932年3月
～

1938年12月
等持院北町へ転居

高橋たか子生家 生
家
は
、
蛤
御
門
の
変
で
一
帯
が

焼
け
野
原
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
明
治
10
年
に
建
て
ら
れ
た
職
住

一
体
型
の
京
町
家
で
す
。
令
和
６

年
に
京
都
市
か
ら
京
町
屋
と
し
て

個
別
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

た
か
子
は
、
小
学
校
1
年
ま
で
こ

の
家
で
育
ち
ま
し
た
。
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1938年
格致尋常小学校入学

1939年
第2衣笠尋常小学校転
校(現大将軍小学校）

小
学
校
の
頃
の
作
品
。

絵
は
か
な
り
上
手
で

し
た
。
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1944年
京都府立嵯峨野高等
女学校入学

1946年9月

早
く
か
ら
フ

ラ
ン
ス
語
を

習
う
な
ど
、

何
事
に
も
積

極
的
な
女
学

生
で
し
た
。

小
さ
な
ノ
ー

ト
に
詩
を
書

写
し
て
い
ま

し
た
。

5

女
学
校
受
験
票



6

女学生の頃の自分の部屋のスケッチ

本
立
て
や
姫
鏡
台
は
今
も
部
屋
に

あ
り
ま
す
。

左
の
図
は
。
写
真
の
右
上
の
角
か

ら
左
下
方
向
を
見
た
も
の
で
す
。

現在のたか子の部屋



1950年山城高校卒：最前列右から3人目

1948年京都府立
山城高等学校編入

た
か
子
は
、
戦
後
の
学

制
変
更
に
よ
り
鴨
沂
高

校
を
経
て
、
山
城
高
等

学
校
に
編
入
学
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
、
フ
ラ

ン
ス
語
同
好
会
。
英
語

同
好
会
、
思
想
研
究
会

に
属
す
る
な
ど
活
発
な

女
学
生
で
し
た
。

運
動
会
で
も
1
等
賞
で

し
た
。
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1950年
京都大学
文学部入学

1952年
仏文学科分属

1954年
仏文学科卒業
卒論「ボードレール」

現
役
で
京
都
大
学
文
学
部
合
格
、
宇

治
に
あ
っ
た
教
養
部
に
通
っ
て
い
た

頃
、
宇
治
川
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

（
左
が
た
か
子
）

こ
の
頃
す
で
に
、
小
説
家
と
結
婚
す

る
と
決
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
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1953年 高橋和巳との出会い

１．9月頃、大阪のNHKに就職試験の応募願書を出
しに行ったとき
NHKの建物から出た先の石段下で共通の友人が紹介
互いに輝いていたと一目惚れ（たか子の回想）

２. 5月頃、河原町の「六曜社」友達の紹介
（川西政明『評伝高橋和巳』によれば）

高橋和巳

1930年生
京都大学文学部
中国文学科卒

和
巳
と
の
出
会
い
は
、
本

人
の
記
憶
が
正
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
別
の
こ
と
を

言
う
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
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1954年春
和巳の手紙

1954年2月3日付

出
会
っ
て
数
ヶ

月
、
2
月
か
ら

4
月
に
か
け
て

少
な
く
と
も
4

通
の
手
紙
・
葉

書
が
和
巳
か
ら

た
か
子
に
送
ら

れ
て
い
ま
す
。

た
か
子
か
ら
も

同
様
に
手
紙
を

書
い
て
い
た
こ

と
が
文
面
か
ら

分
か
り
ま
す
。

和
巳
か
ら
は
、

告
白
が
に
じ
み

で
る
手
紙
が
送

ら
れ
て
い
ま
す
。
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1954年2月3日付 抜粋

11

二
人
で
成
長
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
愛
の
告
白
と
思
わ
れ
ま

す
。



1954年11月3日
高橋和巳と結婚

文金高島田、角隠しの花嫁衣装で、家を出ました。
後ろの二人が両親です。父親は、岡本家がなくな
ると大変悲しんだそうです。 12



「夢と夢の結婚」

「誇大妄想病の男
とその男の才能
を狂信する女の
二人三脚」

あるいは

たか子の言葉を借りると二
人の結婚は

13
平安会館（御所西）



別府、阿蘇、雲仙へ5泊の新婚旅行

14

夢
に
満
ち
た
幸

せ
そ
う
な
写
真

で
す
。



1954年11月～55年3月
和巳の職場近くの布施市に住む

1955年４月～58年
和巳が退職し、たか子の実家に居候する

実家の茶の間で、友
人の黒川紀章撮影

1956年～58年
たか子 京都大学大学院修士課程

15

和
巳
の
友
人
が
大
勢

集
ま
り
、
二
階
の
座

敷
で
文
学
論
を
交
わ

し
つ
つ
騒
い
で
い
ま

し
た
。
そ
の
輪
に
入

れ
て
も
ら
え
ず
、
た

か
子
の
「
男
尊
女
卑

の
京
都
」
と
い
う
観

念
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

56
年
頃
か
ら
数
年
間
、

和
巳
の
処
女
作
の
清

書
や
自
費
出
版
の
雑

務
を
し
ま
し
た
。

た
か
子
の
父
と
黒
川

紀
章
の
父
が
大
学
の

同
窓
生
で
、
紀
章
が

京
大
受
験
の
時
は
こ

の
家
に
泊
ま
り
ま
し

た
。



1958年3月たか子
修士課程修了
修論「モーリアック論」
4月から会社勤務、吹田市に引っ越す

16

生
活
費
を
得
る
た
め
、
会

社
勤
務
、
59
年
に
は
会
社

を
辞
め
、
翻
訳
、
仏
語
ガ

イ
ド
を
し
て
生
活
費
を
稼

い
で
い
ま
し
た
。

奈良でツアーガイド



和巳の処女作「捨子物語」は、た
か子の実家で書き上げられ、1958
年6月出版された。

17

和
巳
が
義
父
に
恵
送
し
た

「
捨
子
物
語
」
で
す
。



1958年～65年9月吹田市居住
和巳：立命館大学講師

（59.4～63.7)
たか子：いろいろ小説を書く

1962年
和巳「悲の器」で第1回文芸賞

1961年10月～66年
たか子「ヌーボーの会」参加
生島、山田、多田、生田ら

1964年
和巳「邪宗門」

18

活
動
が
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
が
、

和
巳
の
受
賞
祝
賀
会
に
、
執
筆

を
支
え
た
妻
が
招
待
さ
れ
ず
、

参
加
費
を
払
っ
て
出
席
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
、
世
間
の

「
男
尊
女
卑
」
に
、
決
定
的
な

不
満
を
抱
き
ま
し
た
。
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1965年9月
鎌倉市転居
和巳：明治大学講師(66.4～67.3)

こ
の
新
居
に
は
、
多
く
の
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

近
く
を
よ
く
散
歩
し
、
海
岸

に
も
よ
く
行
き
ま
し
た
。

犬
も
飼
い
始
め
ま
し
た
。



1967年6月
和巳京大助教授

(～70年3月)

4月12日パスポート取得
4月19日ビザ取得
4月29日羽田から出国

20

た
か
子
は
、

和
巳
を
単
身

赴
任
さ
せ
、

和
巳
の
京
大

着
任
を
支
援

し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の

理
由
は
？



「和巳が小説家やめる
ことで、ショックをう
けただけのこと。」
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た
か
子
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
母
親
に

送
っ
た
葉
書
に
、
和
巳
が
小
説
家

か
ら
研
究
者
に
な
る
と
い
う
こ
と

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
和
巳
を
お

い
て
渡
仏
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。



1969年秋～
和巳が体調を崩し、京都大学を退

職、自宅で療養、東京女子医大病院
への入退院を繰り返す

小松左京を含め、多くの友
人が見舞いに来る

22

た
か
子
は
、
お
よ
そ
2
年
間
、
鎌

倉
と
東
京
の
往
復
、
病
院
に
寝
泊

ま
り
す
る
な
ど
献
身
的
に
支
え
ま

し
た
。



1971年5月3日
和巳逝去

富士霊園

23

和
巳
の
位
牌
は
、
埴
谷
雄
高
の
書
い
た
も
の
で
す
。

岡
本
家
の
過
去
帳
に
は
「
大
慧
院
和
嶺
雅
到
居
士
」

の
戒
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。



母達子訪
問

24

1976年11月
新居を建てる

友
人
の
黒
川
紀
章

の
設
計
に
よ
り
新

し
い
家
を
建
て
ま

し
た
。
煉
瓦
の
色

に
も
こ
だ
わ
り
抜

い
た
フ
ラ
ン
ス
風

の
家
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
家
に
住

ん
だ
の
は
四
年
足

ら
ず
で
し
た
。

1975年8月5日
受 洗:遠藤周作在席、遠藤夫人代母
洗礼名:マリア・マグダレナ



1980年9月～88年6月
たか子：フランス

1985年 修道会志願者
1986年3月 修練者
1987年4月 修道者

25

ぎ
り
ぎ
り
の
質
素
な
生
活
で

人
生
を
全
う
す
る
修
道
者
の

生
活
を
し
つ
つ
、
感
銘
を
受

け
た
あ
る
宗
派
の
活
動
を
日

本
に
広
め
る
べ
く
、
動
き
ま

し
た
が
様
々
な
事
情
で
上
手

く
い
か
ず
、
日
本
に
帰
国
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



たか子メモ帳１９８９年
カトリック女子跣足カルメル修道会
お告げの聖母修道院

１９９０年５月１５日退会

プスチニアにおける観想生活
を考えていたようだが、、、

“「亡命者」によれば”

26

1989年5月～90年5月
京都女子カルメル会入会

フ
ラ
ン
ス
で
行
っ
て
い
た
よ
う

な
生
活
に
戻
る
べ
く
、
カ
ル
メ

ル
会
に
入
会
し
ま
し
た
が
、
理

想
と
す
る
観
想
生
活
は
で
き
ず

一
年
で
退
会
し
ま
し
た
。

入
会
し
た
と
き
、
母
親
は
大
変

悲
し
ん
で
い
ま
し
た
。



たか子の部屋の祈りのためのイコン

27

1990年5月～2003年5月
母親の介護をしつつ、
実家で著作を続ける

こ
の
頃
、
た
か
子
と
は
叔
母
を
見
舞
い
が
て
ら
京
都
で
よ
く
会
い

ま
し
た
。
た
か
子
は
、

・
小
説
の
書
き
方

・
洗
礼
を
な
ぜ
受
け
た
か

な
ど
色
々
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
衣
笠
山
が
綺
麗
に
見
え
る
の
よ
」
と
か
「
庭
に
次
々
と
花
が
咲

く
の
よ
」
と
い
う
と
き
、
た
か
子
の
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

「
母
が
黒
川
紀
章
と
会
い
、
引
き
続
い
て
和
巳
と
会
っ
た
四
条
大

宮
の
喫
茶
店
」
、
近
く
の
「
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
も
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
思
え
ば
、
母

親
や
和
巳
の
思
い
出
の
追
体
験
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

「
私
の
通
っ
た
路
」
よ
り

栄
光
の
キ
リ
ス
ト
と
聖
マ
リ

と
洗
礼
者
・
聖
ヨ
ハ
ネ
と
を
描

い
た
三
つ
折
り
の
イ
コ
ン
を
置

き
、
前
に
赤
い
コ
ッ
プ
・
ロ
ー

ソ
ク
を
灯
し
た
。
（
・
・
・
・

或
ス
ー
ル
が
イ
コ
ン
を
作
っ
て

く
れ
た
も
の
を
壇
の
上
に
置
く

よ
う
に
な
っ
た
。
）



取材協力

28

叔
母
の
実
家
（
私
の
父
の
実
家
）
や
、
互
い
の
祖
母
の

実
家
に
一
緒
に
取
材
に
も
行
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
が

こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
天
の
湖
」
に
出
て
く
る
伝
書
鳩
の
描
写
は
、
私
の
兄

が
飼
っ
て
い
た
伝
書
鳩
を
見
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。



「君の中の見知らぬ女」創作ノート（たか子の小説論）
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た
か
子
に
よ
る
と

何
か
を
書
こ
う
と
思
う
と
き
、
一
つ
の
事
柄

か
ら
次
々
と
様
々
な
こ
と
が
わ
き
出
し
て
き
て
、

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
様
々
な
こ
と
が
出
て
く
る
。

こ
の
創
作
ノ
ー
ト
は
そ
れ
ら
を
全
て
書
き
と
め

た
も
の
で
、
そ
の
事
柄
を
つ
な
い
で
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
り
、
文
章
に
し
て
い
く
。

私
小
説
は
小
説
で
は
な
い
。



「君の中の見知らぬ女」最終原稿
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2003年
茅ヶ崎市の老人ホーム太陽の郷入居

31

た
か
子
は
、
二
〇
〇
〇
年

に
母
親
を
看
取
り
ま
し
た
。

自
分
の
余
生
の
こ
と
を
考

え
、
茅
ヶ
崎
市
の
老
人
ホ
ー

ム
に
入
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
法
務
局
に
出
か
け

て
老
人
ホ
ー
ム
の
財
務
状
況

を
調
査
し
、
保
証
人
を
引
き

受
け
ま
し
た
。



たか子が交流した人々：埴谷雄高

32

た
か
子
は
。
文
人
他
多

く
の
方
々
と
交
流
が
あ

り
ま
し
た
。



たか子が交流した人々：埴谷雄高

33



たか子が交流した人々：遠藤周作

• 朝吹登水子
• 田中阿里子
• 大庭みな子
• 折目博子
• 中村真一郎
• 横尾忠則
• 麻田浩

・
・
・
・

34

その他多くの方々

黒川紀章は友人



2013年7月12日
たか子逝去

太陽の郷の食堂

35

食
堂
で
朝
食
を
済

ま
せ
た
後
、
2
階
の

部
屋
に
戻
る
階
段
の

途
中
で
倒
れ
て
亡
く

な
り
ま
し
た
。

通
夜
は
、
目
黒
区

の
葬
儀
社
で
私
一
人

で
行
い
「
神
共
に
い

ま
し
て
」
を
静
か
に

歌
っ
て
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。
額
に
手
を

当
て
て
知
恵
を
頂
き

ま
し
た
。

葬
儀
は
、
麹
町
の

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会

で
喪
主
を
務
め
た
鈴

木
さ
ん
夫
妻
、
私
、

キ
リ
ス
ト
教
の
関
係

者
数
人
と
で
行
わ
れ

ま
し
た
。



富士霊園
本妙院
岡本家墓地

36

た
か
子
は
和
巳
と
一
緒
に
富

士
霊
園
の
高
橋
家
墓
地
に
葬

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
か
子
の
希
望
に
よ
り
、

分
骨
を
岡
本
家
の
墓
地
に
埋

葬
し
て
い
ま
す
。

分骨が実家で和巳の位牌と対面



旧宅の庭

おわり

37
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